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「六本木一丁目南地区第一種市街地再開発事業」３月２５日起工式挙行 

～東京都内の超高層マンションとして初の長期優良住宅認定～ 
 

六本木一丁目南地区市街地再開発組合は、「六本木一丁目南地区第一種市街地再開発

事業」における施設建築物新築工事の起工式を本日３月２５日に挙行いたしましたので

お知らせいたします。 
 

当再開発事業の施行区域（約０．４ヘクタール）は、各国大使館やホテルオークラな

どが建ち並ぶ、通称「尾根道」の南端、東京メトロ南北線「六本木一丁目」駅至近の丘

上に位置します。 
 
 当再開発事業では、東京都心部における草創期の分譲マンション「麻布ハウス（昭和

４３年竣工）」の建替えと、隣接する中低層建築物の再開発を一体化することにより、

公道に囲まれたブロック全体の再建整備を実現します。 
 
前面道路を拡幅・整備し、緑豊かなオープンスペースを創出するとともに、地上２７

階・地下２階建ての超高層住宅２６９戸と生活利便施設（１区画）を建設する予定です。 
 
 住宅部分の設計（専有面積５５㎡未満の住戸を除く２０８戸）は、良好な住宅ストッ

クを将来世代に継承することを目的に創設された「長期優良住宅の普及の促進に関する

法律第６条第１項の認定基準」の適合を、東京都内の超高層マンションの新築工事物件

としては初めて取得いたしました。 

 



また、清水建設株式会社による最先端構造形式「シミズ・ハイブリッドコアウオール

制震システム」を採用することにより、耐震性能を高め、設計住宅性能評価における構

造躯体の劣化対策等級３を取得します。さらに、住宅の全窓への「LOW-E ペアガラス」

の設置等により、省エネルギー性能も最高等級４を取得するなど、ＣＯ２削減をはじめ

環境に配慮した計画としています。 
  
 なお、当再開発事業の新築工事は、清水建設株式会社が施工し、三井不動産レジデン

シャル株式会社が参加組合員として取得住戸の一般分譲事業を行います。 
 
【事業計画敷地概要】 
 （１）事業名称    六本木一丁目南地区第一種市街地再開発事業 
（２）所在地     東京都港区六本木一丁目１１１番２（地番） 

 （３）交通      東京メトロ南北線「六本木一丁目」駅徒歩３分 
 （４）敷地面積    ３，１９９．０３㎡（９６７．７０坪） 
  
【施設建築物概要】 
（１）構造・規模   鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）地上２７階・地下２階建て 
（２）法定延床面積  ３３，５４４．１１㎡（１０，１４７．０９坪）※ 
（３）容積対象床面積 ２２，３９２．３８㎡（６，７７３．６９坪）※ 
（４）主要用途    住宅２６９戸、生活利便施設（１区画・約３００㎡）、駐車場 

※建築確認申請における床面積 
 

【事業経緯および今後の予定】 
  平成１４年 １月  六一Ａ５検討会発足 
  平成１５年 ４月  六一Ａ５まちづくり協議会発足 
       １０月  六本木一丁目西 A５街区市街地再開発準備組合設立 
  平成１８年 １月  都市計画決定告示 
  平成１９年 ５月  六本木一丁目南地区市街地再開発組合設立認可 
  平成２０年 ６月  権利変換計画認可 

平成２２年 １月  権利変換計画変更認可 
  平成２２年 ３月  建築工事着工 
  平成２４年 ６月  建築工事完了（予定） 
  平成２４年１２月  再開発組合解散（予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


